
加速する地球温暖化

地球の平均気温は、

1906～2005年までの

100年間で0.74℃も上昇

しています。

またこの平均気温の上昇

率は近年になるほど、大き

なっています。

グラフから、最近50年

間の平均気温の上昇率は、

最近100年間の上昇率に比

べて、ほぼ２倍になってい

ます。

世界
過去過去過去過去150150150150年年年年のののの世界世界世界世界のののの平均気温変化平均気温変化平均気温変化平均気温変化

もしこのまま何も対

策を取らずに今の生

活を続けた場合は…

(A1F1シナリオ）

2100年には、

最も高い予測の

6.4℃まで上昇して

しまうかも？！

特定非営利活動法人 地球環境と大気汚染を考える全国市民会議

IPCC第4次報告書第1作業部会(2007)より作成

IPCC第4次報告書第1作業部会(2007)より

A1FI：化石エネルギー源を重視しつつ、高い経済成長
A2：経済の地域ブロック化と高い人口増加
A1B：すべてのエネルギー源のバランスを重視しつつ、高い経済成長
B2：経済、環境の持続可能性を確保した地域共存型社会
A1T：非化石エネルギー源を重視しつつ、高い経済成長
B1：環境の保全と経済の発展が地球規模で両立

シナリオシナリオシナリオシナリオ別別別別のののの気温上昇予測気温上昇予測気温上昇予測気温上昇予測



日本の気温上昇は？

日本の平均気温はここ100年で

約1.13℃上昇しており、

世界の平均気温上昇0.74℃に比べ

て大きくなっています。

日本の高温の年(1～5位）
1. 1990 年
2. 2004年
3. 1998年
4. 2007年
5. 1994年
ほとんどこの20年間に集中！

日本

特に特に特に特に1990年以降の増加が著しい年以降の増加が著しい年以降の増加が著しい年以降の増加が著しい

ほとんどこの20年間に集中！
はたしてはたしてはたしてはたして2010201020102010年年年年はははは何位何位何位何位にににに？！？！？！？！
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気象庁「気候変動監視レポート2008」より

2100年の日本は
2.1～4.0℃の気温上昇、真夏日が18～41日に増加

環境省「温暖化の観測・予測及び影響評価統合レポート」

真夏日日数真夏日日数真夏日日数真夏日日数のののの変化予測変化予測変化予測変化予測

年 真夏日日数 猛暑日日数
2006 ７１ １７
2007 ７９ １６
2008 ７１ １３
2009 ７４ ３
2010201020102010 82828282 ３１３１３１３１

大阪の真夏日、猛暑日の変化

*真夏日：最高気温>30℃ 猛暑日：最高気温>35℃

大阪は猛暑日が急増！



作物の最適温度温暖化
と農業

気温上昇により寒冷地でも作

物の栽培できるようになった

り、CO2濃度の上昇により光合

成が活発になり収量が増えるこ

とも考えられています。しか

し、作物には種類や生育時期に

よって、その生育に必要な最適

温度があります。

IPCC第4次報告書では、

3～5℃に気温上昇が起こった

場合、何らかの対策を行わなけ

れば全ての作物で収量が減少す

ると予測しています。

A2シナリオで2006年のCO2濃度380ppmが2070年代にはほぼ2倍の750ppm程度
になると想定しています。

「横沢正行幸(2006)地球環境研究総合推進員ホームページ

関東以西関東以西関東以西関東以西ではではではでは低下低下低下低下するするするする場合場合場合場合がががが多多多多いいいい

2070207020702070年代年代年代年代のののの温暖化状況下温暖化状況下温暖化状況下温暖化状況下でのコメでのコメでのコメでのコメ収量変化予測収量変化予測収量変化予測収量変化予測
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ると予測しています。

乳白米の増加
出穂後の日平均気温が27～
28℃以上、夜の気温が下が
らないことで生じるとされ、
各地で被害がでています。

浮皮症の増加
高温多雨によるミ
カンの浮皮症が増
加しています。

ミカンのミカンのミカンのミカンの栽培適応地域栽培適応地域栽培適応地域栽培適応地域はははは北上北上北上北上 本当本当本当本当にににに可能可能可能可能？？？？

「横沢正行幸(2006)地球環境研究総合推進員ホームページ
平成18年度一般公開シンポジウム講演発表資料」より

温暖化温暖化温暖化温暖化によるによるによるによる影響影響影響影響

ミカンミカンミカンミカン

生育時期 最適温度
種子発芽 30～35ﾟC
初期生長 25～30ﾟC

光合成産物の転流 25ﾟC
開花 25～30ﾟC
登熟 20～25ﾟC

イネのイネのイネのイネの生育時期生育時期生育時期生育時期のののの最適温度最適温度最適温度最適温度
ミカンのミカンのミカンのミカンの栽培適温地域栽培適温地域栽培適温地域栽培適温地域のののの移動予測移動予測移動予測移動予測((((農林水産省農林水産省農林水産省農林水産省))))

生育時期生育時期生育時期生育時期によってもによってもによってもによっても最適温度最適温度最適温度最適温度がががが異異異異なるなるなるなる！！！！

コメコメコメコメ



温暖化温暖化温暖化温暖化のののの海海海海へのへのへのへの影響影響影響影響

温暖化の影響で
海水温の上昇も
おこっている

日本近海日本近海日本近海日本近海 +0.7+0.7+0.7+0.7～～～～+1.7+1.7+1.7+1.7℃℃℃℃
世界平均世界平均世界平均世界平均 +0.5+0.5+0.5+0.5℃℃℃℃
世界平均世界平均世界平均世界平均よりもよりもよりもよりも大大大大きなきなきなきな上昇上昇上昇上昇

温暖化
と海

日本近海日本近海日本近海日本近海のののの海域平均海面水温海域平均海面水温海域平均海面水温海域平均海面水温（（（（年平年平年平年平））））のののの長期変化傾向長期変化傾向長期変化傾向長期変化傾向（（（（℃℃℃℃/100/100/100/100年年年年））））

2009年までの約100年間の上昇率は

日本海

北海道周辺・
日本東方海域

日本南方海域

大阪湾は

1973年－2007年の

35年間で約0.8℃上昇

海水温の上昇により、

大阪湾でも南方系の生物が多く

みられるようになっています。
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大阪湾大阪湾大阪湾大阪湾のののの表層水温表層水温表層水温表層水温のののの年平均推移年平均推移年平均推移年平均推移

クマノミクマノミクマノミクマノミ
ヒョウモンダコヒョウモンダコヒョウモンダコヒョウモンダコ

気象庁

大阪府環境農林水産総合研究所

日本南方海域

九州・沖縄海域



私たちの健康への影響

2010年の夏は記録的な猛暑に見

舞われました。5/31～10/3に熱

中症による搬送者は5万6184人、

死亡者は172名に上りました。

7～9月の3カ月集計では前年比で

搬送者数は4.2倍、死亡者数は10.4

倍とその増加は突出しています。

温暖化
と健康

温暖化温暖化温暖化温暖化によるによるによるによる健康健康健康健康へのへのへのへの影響影響影響影響

水不足水不足水不足水不足にににに悩悩悩悩むむむむ人人人人々々々々がががが

30303030億人億人億人億人にににに！！！！

熱中症熱中症熱中症熱中症のののの急増急増急増急増

マラリアマラリアマラリアマラリア感染感染感染感染のののの危機危機危機危機にさにさにさにさ

らされるらされるらされるらされる人人人人がががが

2222億億億億５５５５千万人千万人千万人千万人にににに！！！！
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世界の平均気温上昇が2℃を超えると・・・



◇◇◇◇サクラのサクラのサクラのサクラの開花開花開花開花

大阪大阪大阪大阪ではサクラのではサクラのではサクラのではサクラの開花開花開花開花がががが

50505050年年年年でででで5.95.95.95.9日早日早日早日早くなっているくなっているくなっているくなっている

生態系の変化

大阪管区気象台データ

温暖化と
生態系
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◇◇◇◇クマゼミクマゼミクマゼミクマゼミのののの分布分布分布分布

クマゼミ

日本列島日本列島日本列島日本列島をををを北上中北上中北上中北上中！！！！

温暖化が生態系に影響を及ぼしている…

生態生態生態生態系系系系がががが環境変化環境変化環境変化環境変化にににに適応適応適応適応できるできるできるできる能力能力能力能力にはにはにはには限界限界限界限界があるがあるがあるがある！！！！！！！！

2008年 ウェザーニュースより

IPCC第第第第4次報告書では、次報告書では、次報告書では、次報告書では、1.5～～～～2.5℃℃℃℃を超えた場合を超えた場合を超えた場合を超えた場合
生物種の約生物種の約生物種の約生物種の約20～～～～30％が絶滅の危機に！％が絶滅の危機に！％が絶滅の危機に！％が絶滅の危機に！
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ヒートアイランド現象

都市部の気温がその周辺の郊外部に比べて異常な高温を示す現象

温暖化温暖化温暖化温暖化とはとはとはとは全全全全くくくく異異異異なるなるなるなる現象現象現象現象

・ 空調や車からの人口排熱

・ 植生の不足

・ コンクリートなどによる蒸発散の減少

・ ビルなどの建築物による風通しの悪化

◇◇◇◇ヒートアイランドヒートアイランドヒートアイランドヒートアイランド現象現象現象現象とはとはとはとは？？？？

◇◇◇◇原因原因原因原因

◇◇◇◇大阪大阪大阪大阪とととと日本日本日本日本のののの平均気温比較平均気温比較平均気温比較平均気温比較
近畿地方近畿地方近畿地方近畿地方のののの8888月月月月のののの平均気温分布平均気温分布平均気温分布平均気温分布（（（（大阪管区気象台大阪管区気象台大阪管区気象台大阪管区気象台））））

都市

大阪府HPより

大阪大阪大阪大阪とととと日本日本日本日本におけるにおけるにおけるにおける年平均気温年平均気温年平均気温年平均気温のののの推移推移推移推移
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大阪の平均気温が
全国平均よりも0.16℃も高い！

ヒートアイランドヒートアイランドヒートアイランドヒートアイランドのののの影響影響影響影響

◇◇◇◇対策対策対策対策

・屋上緑化

・グリーンカーテン

・風の道など

大阪管区気象台 気象庁データより

壁面緑化壁面緑化壁面緑化壁面緑化のののの効果効果効果効果（（（（外気温外気温外気温外気温とととと室温室温室温室温のののの経時変化経時変化経時変化経時変化：：：：大阪市大阪市大阪市大阪市））））



私たちができること未来に
向けて

0000 5555 10101010 15151515 20202020

アメリカアメリカアメリカアメリカ
ｵｰｽﾄﾗﾘｱｵｰｽﾄﾗﾘｱｵｰｽﾄﾗﾘｱｵｰｽﾄﾗﾘｱ

カナダカナダカナダカナダ
ロシアロシアロシアロシア

先進国平均先進国平均先進国平均先進国平均
日本日本日本日本
ドイツドイツドイツドイツ

イギリスイギリスイギリスイギリス
EU15EU15EU15EU15

イタリアイタリアイタリアイタリア
フランスフランスフランスフランス

中国中国中国中国
世界平均世界平均世界平均世界平均

途上国平均途上国平均途上国平均途上国平均
インドインドインドインド

後発途上国後発途上国後発途上国後発途上国

トン-トン-トン-トン-CO2CO2CO2CO2

オークリッジ国立研究所(2009)より作成

1111人当人当人当人当たりのたりのたりのたりのCO2CO2CO2CO2排出量排出量排出量排出量
世界のCO2累積排出量割合

先進国先進国先進国先進国77%77%77%77%

途上国途上国途上国途上国23%23%23%23%

アメリカ
28.1%

EU
21.5%日本

4.2%

その他OECD
6.2%

旧ソ連東欧
17.3%

中国
9.1%

インド
2.6%

OPEC
3.3%

その他途上国
7.7%

CO2CO2CO2CO2累積排出量累積排出量累積排出量累積排出量
1.21.21.21.2兆兆兆兆tttt----CO2CO2CO2CO2

(1751(1751(1751(1751〜〜〜〜2007200720072007年年年年))))

オークリッジ国立研究所(2010)より作成

世界世界世界世界ののののCO2CO2CO2CO2累積排出量割合累積排出量割合累積排出量割合累積排出量割合

日本はインドの8倍
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80%は先進国が排出

先進国先進国先進国先進国がががが率先率先率先率先してしてしてして削減削減削減削減をををを！！！！

現在は途上国でも排出が増加傾向
2007年には中国が排出量世界1位に！

今後今後今後今後はははは世界全体世界全体世界全体世界全体でのでのでのでの取取取取りりりり組組組組みがみがみがみが必要必要必要必要

◇◇◇◇私私私私たちたちたちたちができるができるができるができることことことこと

家庭家庭家庭家庭からのからのからのからの排出排出排出排出はははは20202020％％％％
80808080％％％％はははは工場工場工場工場などのなどのなどのなどの企業企業企業企業からのからのからのからの排出排出排出排出

私私私私たちがたちがたちがたちが低炭素低炭素低炭素低炭素社会社会社会社会にににに向向向向けてけてけてけて

社会社会社会社会をををを変変変変えていくことえていくことえていくことえていくことがががが重要重要重要重要！！！！

１人当たりでも先進国が多く排出

発電所発電所発電所発電所のののの
自家省費自家省費自家省費自家省費

7%7%7%7%

工場など工場など工場など工場など
39%39%39%39%

車など車など車など車など((((企業）企業）企業）企業）
13%13%13%13%

車車車車((((家庭）家庭）家庭）家庭）
6%6%6%6%

家庭家庭家庭家庭
14%14%14%14%

オフィスなどオフィスなどオフィスなどオフィスなど
19%19%19%19%

廃棄物廃棄物廃棄物廃棄物
2%2%2%2%

日本の日本の日本の日本のCO2CO2CO2CO2排出量排出量排出量排出量
12.112.112.112.1億トン億トン億トン億トン
(2008(2008(2008(2008年度年度年度年度))))

日本日本日本日本のののの部門別部門別部門別部門別CO2CO2CO2CO2排出割合排出割合排出割合排出割合

（独）国立環境研究所「日本の温室ガス排出量
データ(1990～2008）」より作成


